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Ⅰ　はじめに

平成23年 3 月11日14時46分に発生した東北地方太平

洋沖地震による巨大津波により、仙台平野は甚大な被

害を被った。しかし、壊滅的な被害を受けた同じ閖上

地区の中でも被害の差異がみられた。家屋が多く残存

する地域の海側には海岸林が多く残存し、家屋の流出

が多い地域では海岸林はほぼ全滅していた。そして、

津波の威力を軽減したと思われる屋敷林存在は海岸か

ら少し離れた内陸部にもあることに気付いた。それは

いぐね（屋敷林）である。仙台平野にはこのいぐねが

砂堆列（微高地）に数多く点在している。海岸林のよ

うに密集しているわけではないが、いぐねが点在する

ことによって減災につながったのではないだろうか。

本研究では、仙台平野に点在するいぐねや海岸林の

存在が、津波の威力・進行方向、瓦礫の流れに影響を

与え、津波のさらなる内陸侵入防止につながったこと

や、いぐねの存在が家屋を守ったことを明らかにす

る。また、今後のいぐねの在り方についても検討する

分析にあたり、国土地理院による被災前後の航空写真、

google earth の被災前後の航空写真からいぐね・海岸

林の残存、瓦礫がどこに・どのように溜まっているの

かを分析した。瓦礫の分析では、集落周辺などの白色

が濃い部分を密集地帯、白色が薄い部分を散在地帯と

した。閖上地区のように大量に瓦礫が発生した地区は、

あらゆるところに瓦礫が分布しているので、まとめて

瓦礫散在地域とした。また、現地調査を仙台市若林区

沿岸部、名取市閖上地区、仙台空港付近で行った。さ

らに10年前に行った調査結果を比較した。以前作成し

たいぐねマップの調査地に再び訪門し写真撮影して、

新旧の写真比較からいぐねの残存や家屋の被害状況の

分析を行った。また名取市大曲地区、名取市広浦地区、
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仙台市若林区の津波浸水域でヒアリング調査を実施し、

いぐねの被害、家屋の被害、樹種、いぐねの効果、塩

害による被害、今後のいぐねのあり方などについて調

査した。

Ⅱ　仙台平野のいぐねの分布と津波被害

1　いぐねの分布

いぐねとは、民家の屋敷地内に植えられた樹林、つ

まり屋敷林のことである。いぐねの分布の先行研究と

して、2001年12月から2002年 1 月にかけ、宮城教育大

学地域文化調査法ゼミの学生が主体となり、仙台市若

林区東部のいぐね分布調査が行われた。対象地域は仙

台市若林区二木・斬本塚・下飯田地区である。この

先行研究の対象地域をさらに広げ、筆者が被災前の

google earth の航空写真をもとにいぐね・海岸林の分

布を確認した。対象地域は図 1 の範囲である。調査項

目はいぐねの有無、形態の二つである。その結果、い

ぐねが認められたのは430か所であり、10タイプの形態

があった。430か所のうち158か所が西側の 1 面仕立て

で、次いで117か所が西側、北側の 2 面仕立てで、その

次が北側の 1 面仕立てが110か所、北側、西側、南側の

3 面仕立てが14か所、西側、北側、東側の 3 面仕立て

が12か所、北側、東側の 2 面仕立てが 5 か所、西側、

南側の 2 面仕立てが 4 か所、北側、東側、西側の三面

仕立てが 4 か所、全面仕立てが 4 か所、東側と西側の

二面仕立てが 2 か所、という結果だった。この結果か

ら、対象地域を広げても、いぐねのほとんどが北西い

ぐねは津波に備えて仕立てられていないということも

分かった。また、分布の特徴としては、海岸線に沿っ

て 2 列の線上に分布しているが、大沼付近でその列が

一度寸断されている。また名取市牛野付近では西側、

北側の 2 面仕立てのいぐねが 4 戸横並びにつながり一

つの横長の特徴的ないぐねを形成していた。海岸林は、

新浜、荒浜、藤塚、閖上地区で他の地区よりも薄くなっ

ている。

2 　仙台平野の津波によるいぐね・海岸林の被害

google earth の被災前後の航空写真を比較していぐ

ねの残存を確認した結果（図 1 ）、東部道路より東に位

置するいぐねはその約三分の一が、流出あるいは一部

損壊の被害を受けていることがわかった。海岸林に関

しては、残っていることのほうが珍しいという状況で

ある。最も被害の多かった地域は仙台市若林区藤塚・

中野・井戸地区であり、藤塚地区では 8 戸あったいぐ

ねがすべて流出した。この原因としては、海岸からの

距離の近さ、海岸林の薄さ、加えて名取川河口であり、

海からだけでなく川沿いからも津波が侵入したことが

挙げられる。中野・井土地区は藤塚地区よりも少しい

ぐねが残っているが、ほぼ壊滅的な被害を受けている。

次いで被害が多かったのは、名取市小塚原地区である。

約半数のいぐねが流出あるいは部分的に損壊している。

この地区でいぐねの被害が多かった原因として考えら

れるのは、前方に津波の威力を和らげるものがなく、広

浦や増田川という津波が走りやすい水辺があり、津波

の威力が弱まらなかったためだと考えられる。次に被

害が多かった地域は、名取市牛野地区付近である。こ

の地区でも、約半数のいぐねが流出あるいは部分的に

損壊している。流出したものはほとんどが小規模ないぐ

ねで大きないぐねはほとんど被害を受けていなかった。

しかし、筆者が牛野地区で行った12月の現地調査では

塩害による伐採が始まっており、さらにいぐねは減少し

ていた。この地区も広浦・増田川から近い。

その次に被害が多かったのは、宮城野区新浜地区で

ある。この地区でも半数が流出あるいは部分的に損壊

している。この地区の前方の海岸林が他の地区よりも

薄くなっており、津波の入り口のようになっているため

被害が拡大したと考えられる。今まで挙げてきた被害

の多かった地区は、どれも国道10号線沿いである。特

に仙台市若林区では、海岸線からかなり近いところを

道路が通っている。一方、名取市では若林区よりも海

岸線から離れたところを通っている。それにもかかわ

らず、名取市でいぐね被害が多かった原因として考え

られるのは、広浦・増田川という津波が走りやすい水

辺の存在という地理的要因と、仙台市に比べ脆弱な海

岸林であったという物理的要因が重なったためだろう。

いぐね被害が比較的少なかった地域は仙台市若林区

の中屋敷、二木、三本塚、笹屋敷地区などの海岸線か

ら少し離れた地区である。これらのいぐねは国道10号

線と東部道路の間に 2 列に並んでいる。多少の部分損

壊や流出はみられるが、総じていぐねの残存率が高い。

やはり海岸からの距離が離れれば、被害は減るようだ。

しかし、海岸から少し距離が離れた三本塚地域でも部

分的に被害が多かった地区もある。それは境堀地区で
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図 1 　震災後のいぐね・海岸林の分布と被害状況
（google earth 2008/04/08　より筆者作成）

仙台平野の海岸林・屋敷林（いぐね）の災害調整サービス機能
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ある。被害が出た理由としては、井土地区で出た大量

の瓦礫が侵入したためである。海岸線から少し離れて

いるいぐねでも、津波で運ばれてきた大量の瓦礫に

よって被害を受ける場合もある。

Ⅲ　津波被害の実態～三本塚・二木地区を事例に～

ここでは航空写真分析と併せて、現地調査を行った

地区を詳しく分析した。対象地域は仙台市若林区三本

塚・二木地区である。（図 2 ）この地区の中では以前の

調査で撮影した被災前の写真の家屋を再び訪れ、写真

を撮影し比較を行った。旧写真が残っていた 5 か所の

被害の実態をピックアップした。

No 1 農家では、ブロック塀が倒れ、ビニールハウス

が流失し、背後のいぐねもなくなっていた。しかし、

被災後の航空写真ではいぐねは残存していたので、伐

採したものだと考えられる。12月に筆者が訪れた時に

は、木が一本だけ残っていた。浸水は一階部分の 3 分

の 2 ほどであり建物の基本的な構造は残っていた。被

災前後の航空写真を比較して、まず目についたのはい

ぐねを取り囲むように横たわる海岸林である。中には

家屋に突き刺さるものもある。いぐねのある家屋周辺

には他の家屋よりも多く瓦礫が溜まっている。また、

右上のいぐねのない家屋は流出している。No 2 農家で

は、基本的に建物被害は軽く、いぐねもほとんどが残

存していたが、ほとんどが枯れていた。被災後の航空

写真をみると、いぐねの東側に大量の海岸林が溜まっ

ている。前方の建物は海岸林の衝突によって消失して

いる。東側に仕立てられたいぐねがなければこれらの

海岸林が直接家屋に衝突し、建物に甚大な被害を与え

た。東側に仕立てられたいぐねの効果は高い。No 3 農

家では、西側に仕立てられた大型のいぐねが残存して

いたが、こちらも枯れ始めていた。建物の被害は少な

かった。その代わり前方にあった木々が流出している。

この前方の木々の存在により、背後のいぐねの被害が

緩和している。瓦礫の溜まり方をみると、他の地区よ

りも量が少ない。これは前方の木々によって、津波の

流れが北西の方向にずれたためだと考えられる。No 4

農家では、ヒアリング調査も行った。 5 軒のうち最も

海岸からの距離が近いため、家の周りをとり囲んでい

たいぐねの半分が流出した。しかし、東側に仕立てら

れたいぐねがあったため、こちらでも建物の被害は比

較的少なかった。東側にあったビニールハウスが流出

していた。東側にもいぐねが仕立てられていたものの、

それらの背が低かったため、瓦礫が庭にも多く入り込

んでいた。また、周辺の水田には漂流してきた海岸林

が多く分布していた。No 5 農家では、半数のいぐねが

失われ、残ったいぐねも枯れ始めていたが、手前の建

物は残っていた。ここでは、他の 4 戸と異なり前方に

一列に家屋が並んでいるため、それらの建物に多く瓦

図 2 　仙台市若林区二木・三本塚地区の被害の実態
（google earth 2011/04/08より筆者作成）
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礫が引っかかっていた。海に近い東端では建物被害が

多かった。しかし、その建物の存在が瓦礫止めの役割

を果たし、後背地の被害拡大を阻止している。この地

区では他の地区よりも瓦礫の量が多かった。その原因

として考えられるのは、井戸地区で発生した瓦礫が、

北西に流れてきたためだと考えられる。そのため集落

周辺の水田には、多くの瓦礫と海岸林が分布している。

この 5 戸に共通している点は、どれもいぐね被害は

ある程度受けているが、建物の被害は比較的少ないと

いう点である。中でも東側にいぐねが仕立てられてい

る場合は、建物被害が少なかった。基本的にいぐねに

は建物の被害を軽減する力があるようだ。いぐねが瓦

礫や海岸林なども引き寄せてしまうため、いぐねのあ

る家屋の敷地内には、いぐねがない家屋に比べて多く

の瓦礫が分布してしまう。

Ⅳ　いぐねの防災効果

１　瓦礫の分布から見たいぐねの防災効果

いぐねの防災効果をみる一つの方法として、筆者は

google earth、国土地理院が撮影した航空写真により、

瓦礫の分布を調査した。（図 3 ・ 4 ）その結果、東部

道路が大きな役割を果たしていることが分かった。津

波の勢いが、東部道路でかなり弱まったことが瓦礫の

溜まり方からうかがえる。瓦礫の多くが東部道路の東

側でせき止められているからだ。しかし決壊道路の存

在により、津波が余力で西側に侵入しその後引き波に

よって押し戻され、東部道路の西側沿いにも瓦礫が沿

うようにたまっている。

地域別に瓦礫の分布をみると、名取市では、閖上地

区で発生したおびただしい量の瓦礫が、名取ＩＣ付近

に大量に溜まっている。基本的に、水田にたまってい

る場合が多い。また、建物や木に引っ掛かっている場

合もある。被災後、水が引かなかった地域では瓦礫が

無数に散乱していたのに対して、津波の遡上限界に達

し、水がすぐ引いた地域では、水田の端にたまってい

る瓦礫が多かった。そこでは、押し波と引き波の影響

の違いが垣間見られた。押し波では水田の西端に瓦礫

がたまり、引き波では水田の東端に瓦礫がたまる傾向

にある。それに対して名取川を渡った仙台市では、瓦

礫の溜まり方が少し異なる。仙台市では名取市閖上地

区ほど人口が密集した地域はなく、水田の占める面積

が多い。水田というのは津波が走りやすい。加えて、

建物も少ないため仙台市の平野沿いでは、津波の勢い

がなかなか弱まらなかったと考えられる。そのため点

在する集落に瓦礫が多く分布している。押し波で集落

の内部に瓦礫が多くたまり、引き波では集落の背後に

瓦礫が引っかかってたまる場合が多い。

また、瓦礫の分布をみていくと津波の流れも見えて

くる。その例として、荒浜地区で大量に発生した瓦礫

に着目した。荒浜地区の瓦礫は北西の方向に流れ大沼

に多くたまっていた。大沼を越したものは、仙台東Ｉ

Ｃ付近に多くたまっていた。遡上の限界に達し水が比

較的早く引いた地域では、瓦礫の溜まり方がはっきり

としている。引き波の影響が色濃く、水田の東端にた

まっている。この現象は名取市と共通である。しかし、

図 3 　ヒアリング対象地
（google earth 2011/04/08 より筆者作成）

仙台平野の海岸林・屋敷林（いぐね）の災害調整サービス機能
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図 4 　瓦礫の分布
（google earth 2011/04/08 より筆者作成）
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閖上地区のようにあまりにも大量の瓦礫が発生した場

合は、ありとあらゆる隙間に瓦礫が存在し、より広範

囲にわたって瓦礫が散乱し、東部道路を大きく瓦礫が

越えている。一方、仙台市ではいぐねのある集落によっ

て瓦礫が引っかかり、その集落の前方あるいは背後の

水田に多く瓦礫が分布している。もちろん完全に瓦礫

を引き留めることはできずに、さらに瓦礫は東部道路

を越える場合もあるが、いぐねのある集落の存在に

よって、ある程度瓦礫を引き留め、さらなる内陸部へ

の瓦礫侵入防止につながったと考えられる。また、い

ぐねがあった場合の建物の残存率の高さは多くの集落

でうかがえる。

2 　ヒアリング調査から見たいぐねの防災効果

ヒアリング調査では 6 戸のいぐねのあるお宅で話を

伺うことができた（表 1 参照）。

名取市大曲地区、牛野地区、広浦地区、仙台市若林

区二木地区、三本塚地区の 6 軒である。調査項目は以下

の通りである。いぐね・家屋の歴史、いぐねの本数、樹

種、津波によるいぐね被害について、塩害によるいぐね

被害、今後の植樹予定といぐねの在り方についてだ。

地点 1 では150年間同じ場所に住んでいて、昭和53年

に建物を保護した。最新のいぐねは約30年前に植えて

現在に至る。樹種は杉150本、けやき、かき、たけ、くり、

もみじ、さつき、つばきなどが数本ある。津波でいぐ

ねは全く被害を受けなかったが、塩害によって名取市

で杉150本を伐採してもらう予定だ。瓦礫はいぐねを周

回し庭に多少侵入してきたが、いぐね、堀に囲まれて

いるため大量に瓦礫が侵入することはなかったようだ。

今後種類は決めていないがまた何か木を植える予定で

ある。航空写真からも分かるように、いぐねの外周を

瓦礫が取り囲んでいる。地点 2 は築34年、最新のいぐ

ねは昭和 8 年に植え、庭のいぐねは40年前に植えた。

樹種は杉42本、ヒバ30本、たけ、まつ、ツバキ、カボ

ス、ゆず、もみじ、キンモクセイ数本である。津波に

よるいぐね被害はないが、こちらも塩害で杉が伐採予

定である。いぐねと堀により、庭にはあまり瓦礫が侵

入してこなかったようだ。今後はヒバを植える予定だ

という。このいぐねは、 4 戸 1 列につながって並んだ

横長のいぐねを形成していて、戸の 4 戸すべてが現在

も同じ場所に暮らしている。地点 3 の家屋はかろうじ

て浸水しなかったが、水田が浸水した。水田からの地

下水の流れの影響で、塩害が浸水していないいぐねに

広がり150本のいぐねを市で伐採予定だという。樹種は

杉、マツ、しらかば、ゆず、つばき、たけなどである。

今後の植樹予定はないようだ。現在も同じ場所に住ん

表 1 　ヒアリング調査結果（2011/12月筆者作成）

いぐねの効
果

仕立て 現在の住
処

今後の植
樹

浸水 建物被害 主要な樹種 津波によるい
ぐね被害

塩害による被
害

今後のいぐね
の在り方

①名取市
広浦地区

家屋を守っ
た。

東・北・
西

仮 あり あり なし 杉、けやき、
たけ

なし 杉 を 150 本 伐
採予定

集落全体を囲
ういぐねが必
要

②名取市
牛野地区

瓦礫の侵入
を防いだ。

北・西 そのまま あり あり なし 杉、 ヒ バ、
たけ、まつ、

なし 杉を42本伐採
予定

若い世代の維
持は困難

③名取市
大曲地区

浸水しても
いぐねが効
果しただろ
う。

北 そのまま なし 水田のみ なし 杉、 マ ツ、
し ら か ば、
たけ

なし 杉 を 150 本 伐
採予定。

今の住居構造
にはいぐねは
向かない。

④仙台市
若林区二
木地区

東側仕立て
が効果を発
揮した。

全面 仮 あり あり 東側の物
置が一部
壊れた。

杉、まつ 南側の果実類
の木が流され
た

杉を伐採予定 ―

⑤仙台市
若林区二
木地区

前方のいぐ
ねで津波の
流れが変化

北・南 そのまま なし あり 東側の建
物の一部
が少し壊
れた。

杉 庭のいぐねが
流出

杉を伐採予定 ―

⑥仙台市
若林区三
本塚地区

いぐねがな
ければ建物
被害が拡大
した。

全面 仮 あり あり 東側の建
物が半壊
した。

杉、 マ ツ、
ひば

す ぎ、 ヒ バ、
まつの半数

杉などを自分
で伐採した。

いぐねの風景
がもどるとう
れしい。

仙台平野の海岸林・屋敷林（いぐね）の災害調整サービス機能
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でいる。瓦礫が多く水田に分布しているのは津波が遡

上限界に達し瓦礫を置いて波だけが引いたためと考え

られる。地点 4 は、家屋が40年前に建て替えたもので、

最新のいぐねは50年前に植えたものである。いぐね被

害は南側にあった果実類の木が流されただけで、ほと

んどが残存していた。しかし、杉は塩害で30本伐採す

る。今後また何か木を植える予定である。瓦礫が多く

家の敷地の中に入り込んだという。しかし、東側にい

ぐねを仕立てていたので、家屋に甚大な被害を受けず

に済んだと考えられる。現在も仮暮らしの住居から家

を直しに通っている。被災後の航空写真を見ると、後

背の水田に多く瓦礫が溜まっている。これは藤塚地区

で発生した瓦礫が名取川沿いに登り、東部道路によっ

てせき止められたものだと考えられる。地点 5 は北側

と南側のいぐねが消失している。しかし、建物被害は

きわめて少なく現在ではこの場所に住んでいる。背後

の家屋の大きないぐねは杉で、すべて塩害のため伐採

するという。前方にあるいぐねによって津波の流れが

変わり、瓦礫も防除されたため、被害が少なかったの

ではないかという話だった。いぐねの背後の水田の瓦

礫も他の地区と比べ比較的少ない。地点 6 は家屋が築

約50年、最新のいぐねも同様の歴史がある。樹種はマ

ツ、ひば、もみじ、ひのき、キンモクセイなどが数本

である。塩害によって雌マツは伐採したという。建物

被害は東側にあったいぐねにより軽減されたという。

現在は仮住まいから直しに通っている。また何か植え

る予定である。海岸から遮るものがないため海岸林が

そのまま激突したようだ。そのため多くの海岸林が分

布していた。

6 戸のいぐねのうち浸水した 5 戸ではいぐねの効果

があったという回答が得られた。中でも東側にいぐね

があった場合に建物被害はかなり軽減されたようだ。

いぐねの存在があると建物被害は少なくなることがヒ

アリング調査においても判明した。

Ⅴ　おわりに

今回の報告では、仙台平野の海岸林の分布、いぐね

の分布、震災後のいぐね被害、瓦礫の分布、いぐねの

防災効果について調査してきた。その結果、いぐね被

害の多い地区は海岸から近い地区であった。海岸から

の距離が離れ多集落では、津波が海岸林やいぐねに

よってその衝撃が緩和されるため、その被害は減って

いた。例外として、前方の集落で発生した大量の瓦礫

がなだれこんだ場合、海岸から離れていても、瓦礫に

よって大きな被害を受ける場合もある。

また、瓦礫分布の分析では、集落とその周辺水田に

密集するケースが多かった。いぐねのある集落に瓦礫

が引っかかり、その背後の地区の被害を緩和させてい

ることが分かった。

ヒアリング調査ではそのほとんどの家屋で効果が

あったという回答が得られた。いぐねの存在により瓦

礫が引っかかり、敷地内の被害が拡大したとも見える。

しかし、航空写真分析や現地調査を行うと、いぐねの

ある家屋の建物被害は明らかに少なく、同じ微高地に

建つ家屋でも、いぐねがない家屋は流出していた。ヒ

アリングを行った半数が現在も仮暮らしの家から家を

直しに通う。それでも効果があったといえるのは、家

が直して住める被害で留まったからだろう。筆者のよ

うに、名取市閖上地区に住んでいる場合は、建物の流

出・損傷がひどく、同じ場所に再び住むことができな

いレベルの被害である。それに比べ、海岸からある程

度の距離があり、微高地に建ち、加えていぐねがあれ

ば、建物被害が少なく済むことが分かった。現在では、

いぐねの存在によって津波被害を軽減した地区でも、

塩害が進行し、伐採が始まった。杉が弱く、浸水域の

ほとんどが赤くなり枯れ始めている。ケヤキなどの根

が真下に深いものが塩害に強く、また、竹も多く残存

していた。本論文の調査を通して、いぐねが津波・瓦

礫から建物被害を軽減させ、後背地の被害を和らげる

力を明らかにしたことで、いぐねの復活の必要性を強

く感じた。

今回の大津波で、緑豊かな仙台平野の姿は一変した。

ヒアリング調査では、「集落全体を囲うようないぐね

を国や自治体で作っていくべきではないか」という回

答が得られ、筆者も共感した。現代の居住構造からし

ても、いぐねを手入れする手間を考えるにしても、若

い世代が個人でいぐねを設けることは難しい。浸水し

たが現在もいぐねを守り、そこにまた住んでいくとい

う人々には、国や自治体が何らかの補助をし、いぐね

のある昔ながらの屋敷として復活してもらいたい。ま

た、集団移転などで新たな集落、あるいは人口密集地

域を今後仙台平野の微高地に作る場合には、集落を一

周するような大きな島のようないぐねを作ることで、

宮城教育大学紀要　第47巻　2012
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防災・防砂に加え、緑豊かな仙台平野というイメージ

の復活につながっていくのではないだろうか。いぐね

は、歴史ある緑豊かな仙台平野を復活させるシンボル

である。

本論分は、海川の卒業論文を基に再構成したもので、

文責は小金澤にある。この研究を進めるにあたって、

仙台市の FEEL 仙台の「未来プロジェクト」の助成や

日本生命財団の助成金の一部を活用した。記して謝意

を表したい。
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